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認定こども園ゆうか幼稚園 

 

＜評価項目と取り組み状況＞ 

 

＜教育・保育方針 教育及び保育の目標 全体計画・指導計画 こども園として特に配慮すべき事項 ＞ 

・教育・保育課程 ・教育環境の整備 ・研究の取り組み 等 

 

→研修で特別支援の理解や個々の特性に応じた支援方法を学んだ。 

特別支援の有無にかかわらず、すべての子どもたちが安心してわかりやすい園生活を送れるように、日々の教育保育

で計画、実践、評価、反省を繰り返した。 

また、一人一人の育ちを保障していくために、友達との繋がりの中で自尊感情や自己肯定感を育んでいくことや保護

者の思いに寄り添い一緒に支援を考えていくことを大切にした。 

→教育保育環境については、保育者のチェックリストを活用し、職員自身が保育や保育環境を見直す機会を増やしてい

る。 

しかし、一方では、保育打ち合わせ等の会議や環境整備の時間の確保が難しい。これらは今後の大きな課題であり、

情報共有等もさらに丁寧な工夫が必要であると考える。 

  

  

＜健康支援＞ 

  

→「学校安全計画」に基づき、園医の検診や毎月の身体計測を行い子どもたちの健康管理に努め、計測時や日々の保育

の中で、自らの心と体に興味関心が持てるよう年齢に応じた保健指導に取り組んだ。 

その中で、手洗い、うがいの仕方を日々、個別対応しながら実践し保育の中で積み上げた。また、感染症対策において

は、保護者へ可能な限り早く情報発信をした。その際、予防に関しての様々なご協力のお願いをし、コロナ感染の予防

に取り組んだ。 

→子どもたちの行動の中では、何もない所でつまずいたり、周囲を見て動くことが難しかったり、結果的に怪我につな

がることが多かった。安全面での環境の見直しは、ゴムチップシートの設置や床のフラット化を進めた。一部ではある

が、子どもたちが使う新しい机や椅子や運動用品も準備した。 

しかし、同時に普段の活動の中で、体幹を意識した遊びを取り入れ日常の遊びの環境作りも工夫し、子どもたちの健や

かな体の育ちにつながる努力をしていきたい。 

  

  

＜安全管理＞ 

  

→毎月の安全点検を全職員で行った。危険個所や修繕必要箇所は、協力会社と連携し、迅速に安全管理に努めた。 

→毎月の避難訓練では、今年度は、保護者にご協力いただき、非常災害時のお迎え訓練を行い、「もしも」の時に備えた。

そのことについて、家庭で話し合っていただく機会を作れたと考えている。園は非常時に連絡がとれない保護者とのお

迎え確認等をどうするかという課題が明確となった。今後も継続して工夫を重ねたい。 

  

  

＜食育の推進＞  

  

→幼児の搬入のお弁当給食は１人分の量が決まっており、事前に個別の食べる量を調整することができず、日々の残食

に対して食べ物を大切にするということが伝えきれない状況がある。園の課題として取り組む必要がある。 

→他の生き物の命をいただいているという感謝の気持ちを持てるように、今後も取り組んでいきたいと思う。 

  

＜子育て支援＞  ・入園している子どもの保護者 ・地域の子育て家庭 ・地域との連携 等 

→コロナ禍で、クラス単位での家庭での保育の協力のお願いをしたこともあった。そして、保護者参加の行事や懇談の



機会が少なくなった。 

これまでのように保護者と子どもの話をして、地域の子育て相談を受ける機会は少なくなってしまった。 

コロナ禍ではあるが、感染対策を講じながら工夫し、できるだけ多くの保護者や地域の方と話をし、保護者の思いに寄

り添い、一緒に子育てを考えていく機会を作る努力をしたい。 

→コロナ禍で、地域の方々と職員も園児も直接に接したり触れ合ったりする機会が少なくなったことに対し、今後はし

っかりと感染対策を講じながら、その時のコロナの状況に合わせて、地域の中でのこども園の役割をしっかりと担って

いきたいと考えている。 

  

＜教育・保育内容＞ ・養護・健康・人間関係・環境・言葉・表現 

→年間計画を基に、指導計画を作成し、一つ一つのねらいを明確にしながら、その活動の中で「幼児期の終わりまでに

育ってほしい 10 の姿」の何がしっかりと育つのかを意識し、クラスの実態に応じて子どもの育ちを見て、活動を精査

し取り組んだ。 

→コロナ禍の中での会議の持ち方（書面や少人数、短時間等）を工夫して取り組んだが、時間の捻出や全職員での打ち

合わせが難しく、今後も職員間での情報共有や話し合いの方法等が課題であると考える。 

  

＜特別支援教育＞  

   

→各市町の巡回相談で、個別の支援や友だち関係の中で育つ視点からの支援のあり方について指導、助言を得られた。

その後の教育保育で、個別の課題だけにかたよることのなく、共に生きる視点での支援にも活かすことができた。有意

義だった。 

→研修では、子どもの理解と援助について学ぶことができ、保育の実践にいかすことができると思う。今後も、個々の

特性に応じた支援、合理的配慮について学びを深めていきたい。 

  

  

＜職員の資質の向上＞  

  

→園内では「コロナ禍での人権」「子どもの人権を大切にするということ」「多様性を認め合うということ」について、

意見を出し合うことで、人権を尊重した教育保育の学びを深めた。 

→『人権擁護のためのセルフチェックリスト』を取り入れ、自身の子どもへの関わりを振り返った。子どもの気持ちを

尊重した保育であるかどうか、職員間で見つめなおす機会となった。 

今後は、さらに研修方法を工夫して学びを活かした実践を共有する機会を設け、園としての教育保育の質の向上に努め

ることが課題と考える。 

  

  

＜幼保小中の連携＞  

  

→今年度は、コロナ情勢のため、子どもと小学校に行ったり、職員同士、連絡会全体で直接意見交流をしたりすること

はすくなくなった。 

入学前に子ども達の就学が円滑に進むよう、引き継ぎの機会は設けることができた。年長児は入学を心待ちにする姿が

あった。コロナ禍であっても工夫して、今後も交流の形を模索したい。 

  

  

＜関係者評価の取り組み＞  

   

→保護者アンケートの結果から、園内で評価と課題について話し合い、次年度の園運営のあり方、保育の方向性等を検

討する手がかりとしている。今年度、園に求められていることを知ることができた。次年度の参考にしていきたい。 

 

＜その他＞  

 

→保護者会である父母の会にも、変化がある。今年度もコロナ情勢のため保護者会の活動が少なくなってしまった。 

そして、全幼児の3割弱が 保育幼児になった。父母の会の活動内容や方法についても、様々な配慮が必要とされるが、



1972年から大切にしてきた父母の会の理念を、現在のの保護者と共に園も大切にしながら、今後も出来る限りのサポー

トをしていきたい。 

  

 

○今後取り組むべき課題（重点的に取り組むべき課題）  

 

＜本園の教育保育をより理解していただく＞  

 

具体的な取り組み方法 

→保護者により理解していただけるよう発信方法を工夫し、保育の見える化に努めた。今後は教育保育の見える化を継

続し、各学年の成長過程について発信し、乳児、幼児から小学生までの子どもの育ちを見通していただけるような内

容にも工夫をしていきたいと思う。 

 

＜職員の資質向上＞  

  

→園内研修、オンライン研修等の学びが、受け身で終わったり、子どもへのかかわりと結びつかなかったりすることが

ないよう、今後も検証しながら進めたい。 
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